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要     約

1養豚場において，離乳子豚の急性経過での集団死亡事故が1997年10月から2005年6月までの間に二峰性に認めら
れた．一峰目における死亡子豚の外貌は，発育良好で，眼瞼周囲の浮腫を特徴とし，二峰目における死亡子豚では前駆
症状として下痢がみられた．病性鑑定の結果，これらの子豚は大腸菌性腸管毒血症と診断された．本疾病による離乳豚
の死亡頭数は約12,000頭に達した．―キーワード：大腸菌，腸管毒血症，子豚．
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